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＜あらまし＞ 2024 年 11 月に実施した調査を基に，小中学生の学校適応度と GIGA スクー

ル適応度との関連を分析した．その結果，両適応度の間には一定の相関が認められた．ただ

し，小学校高学年および中学生において，学校適応度が低いが GIGA スクール適応度が高い

児童・生徒が約 2 割存在することが明らかとなった．本稿では，適応度の組み合わせに基づ

き，①両方の適応度が高い群，②学校適応度のみ高い群，③GIGA スクール適応度のみ高い

群，④両方の適応度が低い群の 4 群に分類し，「学校の成績」「ICT スキル」「情報活用実践

力」における差異について検討した．  
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1. 研究背景及び目的 

GIGAスクール構想は2020年に本格始動し，

5 年が経過しようとしている．先行研究では，

構想の進展に伴い，児童生徒の学習行動や情

報活用能力に関する調査が蓄積されてきた．

しかし，ICT 活用（適応）と学校適応度の関連

を体系的に検討した研究は，いまだ十分とは

言えない．本研究の目的は，学校への適応度と

GIGA スクールへの適応度を併せて分析し，

GIGA スクール構想に適応できている児童生

徒は，学校にも適応しているのかを明らかに

することである．さらに，「学校の成績」「ICT

スキル」「情報活用実践力」を指標として，学

校適応度および GIGA スクール適応度の高低

によって，児童生徒の特性にどのような差異

がみられるかを検討する． 

分析対象は，学校の授業で情報機器（スマー

トフォン，パソコン，タブレット）を使用した

経験のある小中学生とした．なお，情報機器の

利用率は，小学校低学年で 89．7％，高学年で

97．7％，中学生で 98．9％であった． 

 

 

2. 調査概要 

調査対象：2024 年 11 月 

調査対象：全国，小中学生 

調査方法：訪問留置法 

標本抽出法：層化２段抽出法  

性別・学年・地域・都市規模で割付 

回答数：1，300 人 

分析対象：学校の授業で情報機器を利用し

たことのある 1，242 人 

3. 分析方法 

本研究では，以下の二段階の分析を行った． 

①  適応度別の層化 

学校適応度および GIGA スクール適応度に

ついて，調査結果を基に得点化，層化を行う 

② 適応度別の特性 

それぞれ「学校の成績」「情報活用実践力」

「ICT スキル」を指標とし，適応度の高低に

よる児童生徒の特性を比較する 

③ 学校適応度とGIGA スクール適応関係 

学校適応度と GIGA スクール適応度の関係

性を確認し，特性を明らかにする． 

 



4. 分析結果  

4.1. 学校適応 

 川崎や石田らが利用した「学校適応感尺度」

から７問，４件法で調査した結果を用いた（図

１）．その結果から，得点化（そう思う 1 点 や

やそう思う 2 点 あまりそう思わない 3 点 

そう思わない 4 点 計 7 点～28 点）を行い，

適応の得点により４つの層（高い・やや高い・

やや低い・低い）に分けた．（図２） 

 

4.2. 学校適応度 学年別傾向 

 図３で示す通り，学年が上がると，学校適

応度は下がる傾向が見られた．

 

※逆転項目 

図１ 学校適応度 

 

図２ 学校適応度層別化 

 

 
図３ 学年別学校適応度 

4.3. 学校適応度 学校の成績 

 学校での成績（自己申告）を５件法で調査し

た結果を基に３つのグループ（上位・やや上位

を上位，中間，やや下位・下位を下位，答えた

くないは集計から除外）に分け，学校適応度と

の相関を見た．その結果，学年問わず有意に正

の関係であった． 

 

4.4. 学校適応度 ICTスキル 

 ICT に関するスキルを習得しているかを，

14 項目で調査し習得している個数により，高

い，やや高い，やや低い，低いに分け，学校適

応度との相関を見た．その結果，中学生のみ有

意に正の関係であった． 

 

4.5. 学校適応度 情報活用実践力 

情報活用実践力については，高比良らが 

作成した「情報活用の実践力」の尺度の中から，

下位概念（①収集力②判断力③表現力④処理

力⑤創造力⑥発信・伝達力）よりそれぞれ 2 問

を抜粋し，その結果を得点化し，高い・やや高

い・やや低い・低いに分け，学校適応度との相

関を見た．その結果，学年問わず有意に正の関

係であった． 

 

5．1 GIGAスクール適応度 学年別傾向 

 GIGA スクール構想の概念を基に，５問（４

件法）で作成．（図４）．その結果から，得点化

（そう思う 1 点 ややそう思う 2 点 あまり

そう思わない 3 点 そう思わない 4 点 計 5

点～20 点）を行い，適応の得点により４つの

層（高い・やや高い・やや低い・低い）に分け

た．（図５） 

 

※逆転項目 

図４ GIGA スクール適応度 
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図５ GIGA スクール適応度層別化 

 

図６ 学年別GIGA スクール適応度 

 

5．2 GIGAスクール適応度 学年別傾向 

図６の通り，GIGA スクール適応度は小学校

高学年がやや高い傾向であった． 

 

5．3 GIGAスクール適応度 学校の成績 

学校での成績とGIGA スクール適応の相関

は学年問わず有意に正の関係であった．（表

１） 

 

5．4 GIGAスクール適応度 ICTスキル 

ICT スキルと GIGA スクール適応の相関は

学年問わず有意に正の関係であった．（表

１） 

 

5．5 GIGAスクール適応度 情報活用実践力 

情報活用実践力とGIGA スクール適応の相

関は学年問わず有意に正の関係であった．

（表１） 

 

5．6 各適用度別特性 

学校適応度と GIGA スクール適応度を合わ

せて見たのが表１である．学校の成績は学校

適応との関係がより強い．ICT スキルと小学

生の学校適応との相関は低い．情報活用能力

は学年があがると学校適応との相関が高くな 

表１ 各適応と成績・ICT スキル・情報実践

力の相関 

 

**<0．01，*<0．05 

 

図７ 学校適応度とGIGA スクール適応度 

 

っている． 

 

6．1 GIGAスクール適応度 学年別傾向 

図７に学校適応度と GIGA スクール適応度

の関連を示す．学校適応度と GIGA スクール

適応度の間の相関係数は小 1～小３は 0．27，

小４～小６は 0．31，中１～中３は 0．33 とい

ずれも有意に正の関係であった．  

 

6．2 GIGAスクール適応度 学年別傾向 

学校適応度と GIGA スクール適応度につい

て，それぞれ「高い」「低い」に二分した（「高

い」「やや高い」を「高い」，「低い」「やや低い」

を「低い」と定義）．この分類に基づき，①両

方とも適応度が高い群，②学校適応度のみ高

い群，③GIGA スクール適応度のみ高い群，④

両方とも低い群の 4 群に分け，学年別の構成

比を示したものが図８である．先述のとおり，

両適応度には一定の相関が認められ，①両方

高い群と④両方低い群を合わせると約 6 割を

占めた．また，学校適応度のみ高い群は低学年

ほど割合が高く，GIGA スクール適応度のみ高

い群は高学年になるほど構成比が高くなる傾

向がみられた． 

小低 小高 中学 全学年 小低 小高 中学 全学年 小低 小高 中学 全学年

学校適応 .21** .14** .25** .22** 0.00 -0.08 .17** -0.09** .26** .25** .27** .19**

GIGAス

クール適

応

.15** .12* .14** .13** .30** .12* .11* .20** .27** .25** .17** .26**

学校の成績 ICTスキル 情報活用実践力



 

図８ 学校適応度とGIGA スクール適応度 

 

 

図９ 学校・GIGA 適応度と学校の成績 

 
図 10 学校・GIGA 適応度と ICT スキル 

 

 

6．3 適用度別特性 

学校の成績との関連は，学年が上がると学

校適応が高いと上位の傾向が強くなる（図９）． 

小学生は GIGA スクール適応が高いと，中

学生は学校適応・GIGA スクール適応両方高い

と ICT スキルが高い（図 10）． 

小学生はGIGA が高いと，中学生は学校・

GIGA 両方高いと情報活用実践力が高い（図

11）． 

 

図 11 学校・GIGA 適応度と情報活用実践力 

 

7．まとめ（結論） 

学校適応度と GIGA スクール適応度の間に

は一定の関連が認められたが，小学校高学年

および中学生では，学校適応度が低い一方で

GIGA スクール適応度が高い群が約 2 割存在

することが確認された．これは，学校生活には

十分に適応できない児童生徒であっても，

GIGA スクールを通じて学習（学習を起点とし

た対人関係を含む）に前向きに取り組める層

が新たに形成されている可能性を示唆してい

る． 
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